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朝 の 台 所

を 動 か し て い る と 、 い つ も 何 か を 思 い出 す 。 長 年 、 忘 れ て い た こ と が ふ い に鮮 明 に 浮 か ん で く る の だ 。　
脳 梗 塞 の 後 遺 症 で 右 半 身 が 不 自 由 な

父 の 入 浴 介 助 を し て 、 す ぐ 隣 の 我 が 家に 帰 る 時 、 父 が 「 た ま に は 話 し て 行 けよ 」 と 言 っ た の に 「 夕 方 は 忙 し い のよ 」 と 言 っ た こ と 。 そ の 時 の 父 の 苦 笑い の 顔 。 登 校 時 、 い つ ま で も 飼 い 犬 がつ い て き た 。 帰 れ 、 と 当 た ら な い よ うに 石 を 投 げ た 。 犬 は う ろ た え て 悲 し い顔 で 私 を 見 た 。 そ の 顔 が 見 え る 。　
何 故 、 毎 朝 の 台 所 で 嫌 な 記 憶 だ け 現

　
朝 四 時 、 私 は 台 所 に 立 ち

朝 食 の 準 備 を す る 。 卵 を 割る 、 野 菜 を 洗 う 、 忙 し く 手

れ る の だ 。 私 の 奥 深 く に 閉 じ 込 め てお い た 、 忘 れ た い 記 憶 達 が 朝 の 台 所で 現 れ 、 私 を 戸 惑 わ せ る 。 苦 し める 。　
逃 げ る 方 法 を 考 え た 。 俳 句 を 読 も

う 。 気 分 を 変 え な け れ ば 。 流 し の 側に 俳 句 の 本 を 置 い た 。蝸 牛 一 寸 先 も 緑 の 葉

　 　 　

西 原 三 春

　
若 葉 の 香 り が す る で は な い か 。 胸

の 中 が す っ き り し て く る 。 渦 巻 模 様の 蝸 牛 が 流 し を 幾 匹 も 這 う 。思 い 出 も 金 魚 の 水 も 蒼 を 帯 び ぬ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

中 村 草 田 男

　
台 所 に 差 し 込 む 朝 の 光 り が 青 み を

帯 び 始 め た 。 今 日 が 始 ま る 。　
俳 句 を 見 て い る う ち に 卵 焼 き が 焦

げ て し ま っ た 。 焦 げ た と こ ろ を 下 にし て 皿 に 盛 っ た 。

　
ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ ー に

欠 か せ な い 半 導 体 の 製 造 には 、 石 英 ガ ラ ス が 不 可 欠 です 。 石 英 ガ ラ ス は 高 純 度 の二 酸 化 ケ イ 素 で で き た ガ ラス で 、 不 純 物 を 含 む ガ ラ スに 比 べ て 、 高 温 耐 性 、 化 学耐 性 、 優 れ た 光 の 透 過 性 を

　
身 の 回 り の 製 品 に は 、 ふ

だ ん 気 が 付 か な い 技 術 が たく さ ん 潜 ん で い ま す 。 例 えば 、 調 理 に 使 う ボ ウ ル は 銀色 に 光 り 輝 い て い ま す 。 この 輝 き は 素 材 の ア ル ミ ニ ウム 等 の 色 で は な く 、 研 磨 やめ っ き と い っ た 表 面 処 理 によ る 金 属 光 沢 で す 。 表 面 処理 に は 、 素 材 表 面 を 錆 び にく く さ せ た り 、 素 材 の 強 度を あ げ た り す る な ど 実 用 的な 意 味 が あ り ま す 。 身 近 な 製 品 を 支 え る 県 内 企 業 の 優 れ た 技 術
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持 つ た め 、 半 導 体 製 造 プ ロセ ス の 様 々 な 工 程 で 利 用 され て い ま す 。　
「 す ご 技 ！ や ま ぐ ち 」 コ

ー ナ ー で は 、 研 磨 や め っき 、 石 英 ガ ラ ス の 製 造 ・ 加工 で 全 国 的 に も 卓 越 し た 技術 を 持 つ 県 内 企 業 の 技 術 力を 展 示 し て い ま す 。 ぜ ひ 、ご 覧 く だ さ い 。

　 　 　

漁
　
剛 志

理 工 担 当 学 芸 員
県 立 山 口 博 物 館

「 す ご 技 ！ や ま ぐ ち 」 コ ー ナ ー

伊 藤 市 長 （ 左 ）と 入 江 議 長 が ロ ー プ 掛 け

　
山 口 市 役 所 旧 本 庁 舎 の

閉 庁 式 が １ 日 午 後 ５ 時 にあ り 、 同 市 関 係 者 や お 別れ イ ベ ン ト 「 ハ シ ヲ ワ タス 」 へ の 来 場 者 ら が 、 長年 親 し ん で き た 建 物 に 別れ を 告 げ た 。　
伊 藤 和 貴 市 長 は 、 建 物

の 沿 革 を 紹 介 す る と と もに 、 ５ 月

2 3日 か ら こ の 日

ま で 開 か れ た 「 ハ シ ヲ ワタ ス 」 に つ い て 「 入 庁 して 以 来 こ の 建 物 で 過 ご して き た が 、 こ れ ま で を 振り 返 る 時 間 も で き て 感 謝

あ い さ つ 。 続 い て 、 入 江幸 江 市 議 会 議 長 が 「 長 年

したい 」 と述べた 。 そして「 引 き続 き 、新 庁 舎に 対 して も 変わ ら ぬ支 援 をお 願 いしたい 」 と

に わ た る 思 い 出 を 胸 に 刻み 、 歴 史 に 刻 ま れ る 特 別な 瞬 間 に 、 こ れ ま で の お礼 を 述 べ た い 」  、 谷 沢 幸生 山 口 大 学 長 が 「 今 後 この 地 は 様 変 わ り し て い くが 、 山 口 大 が こ こ に 立 地し て い た こ と も 記 憶 に 残し て い た だ け た ら 。 こ の建 物 に お 礼 を 申 し 上 げる 」 と 話 し た 。　
最 後 に 、 市 民 か ら の メ

ッ セ ー ジ が 付 け ら れ た ロー プ を 、 伊 藤 市 長 と 入 江議 長 が 正 面 玄 関 に 掛 け て閉 庁 。 同 時 に 、 市 民 に その こ と を 知 ら せ る よ うに 、 サ ビ エ ル 記 念 聖 堂 の鐘 が 鳴 り 響 い た 。　
旧 庁 舎 棟 は 、 山 口 大 教

育 学 部 の 校 舎 と し て 、 もっ と も 古 い 棟 は １ ９ ６ １年 に 建 て ら れ た 。

7 2年 の

同 大 の 吉 田 キ ャ ン パ ス
（ 山 口 市 平 川 ） へ の 移 転

に よ り 、 敷 地 と 校 舎 を 山口 市 が 取 得 。

7 5年 か ら

5 0

年 間 使 用 し て き た 。 新 本庁 舎 へ の 移 転 や お 別 れ イベ ン ト も 終 わ り 、 き ょ う４ 日 か ら 解 体 工 事 が ス ター ト 。 同 地 に は 、 地 下 １階 ・ 地 上 ２ 階 建 て の 市 民交 流 棟 、 約 ３ ０ ０ 台 分 の新 立 体 駐 車 場 、 広 場 が 整備 さ れ る 。 ２ ０ ２ ８ 年 ８月 の 完 成 予 定 だ 。

山 口 市 役 所 旧 本 庁 舎
６ 月 １ 日 閉 庁 式 、 解 体 へ
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組 合 員 さ ん の 声

2 0 8 8

も ず く  ×  Ｓ Ｄ Ｇ  ｓ
【 恩 納 村 産 も ず く 】

　
沖 縄 県 恩 納 村 の 海 は 、 太 陽 光 が

海 底 ま で 十 分 届 く サ ン ゴ 礁 に 囲 まれ た 広 大 な 浅 い 海 で す 。 海 中 で 雑草 除 去 を し な が ら も ず く を 収 穫し 、 水 揚 げ し た 後 、 船 上 で の 選別 ・ 海 中 洗 浄 機 で の 洗 浄 選 別 を 行い 、 隣 接 す る 加 工 場 で 素 早 く 塩 蔵処 理 す る こ と で 品 質 を 保 持 し て いま す 。

　
も ず く を 育 む 沖 縄 の 豊 か な 海 に 欠 か せ な い

〝 サ ン ゴ 礁 〞 で す が 、 地 球 温 暖 化 に よ り 海 面 上
昇 、 サ ン ゴ 礁 を 食 べ て し ま う オ ニ ヒ ト デ の 異常 繁 殖 な ど に よ っ て サ ン ゴ が 死 滅 す る 「 白 化現 象 」 が 進 ん で い ま す 。　

そ の よ う な 背 景 か ら 、 も ず く を 養 殖 す る 恩
納 村 漁 協 で は 、 沖 縄 の 豊 か な 海 を 「 守 り 」  「 育て る 」 取 り 組 み の 一 環 と し て 、 ２ ０ ０ ３ 年 から サ ン ゴ の 植 え 付 け に 取 り 組 ん で い ま す 。 コー プ や ま ぐ ち で は

1 0年 か ら コ ー プ Ｃ Ｓ ネ ッ ト

と 一 緒 に も ず く 商 品 の 利 用 を 通 じ て 基 金 を 積み 立 て 、 サ ン ゴ 礁 を 守 り 育 む 活 動 に 取 り 組 んで い ま す 。

　
１ パ ッ ク が 適 量 な の で 、  家 族 で 一 つ ず つ 分 け て い ま す 。 太 さ が あ り 、

食 べ 応 え が あ り ま す 。

�

（ 周 防 大 島 町

　
Ｋ ・ Ｈ さ ん ）

　
も ず く の 歯 ご た え が し っ か り し て い て 、 酸 味 も き つ く な く マ イ ル ド

で す 。 子 ど も で も 食 べ や す い と 思 い ま す 。

�

（ 宇 部 市

　
Ｋ ・ Ｙ さ ん ）

も ず く 商 品 、 １ 点 の ご 利 用に つ き ２ 円 を 「 も ず く 基金 」 と し て サ ン ゴ 礁 の 再 生に 活 用 し て い き ま す 。

 沖 縄  ・  美 ら 海 の お い し い め ぐ み

 も ず く の 利 用 で サ ン ゴ 礁 を 守 る　
製 造 加 工 は 、 鳥 取 県 境 港 市 に あ る 井 ゲ タ 竹

内 で 行 わ れ 、 独 自 の 品 質 基 準 を 設 け 、 厳 し く管 理 し て い ま す 。 加 工 場 で は 、 手 作 業 で 異 物除 去 し た 上 で 、 金 属 探 知 機 や Ｘ 線 異 物 検 出 器で さ ら に チ ェ ッ ク し て い ま す 。

コ ー プ や ま ぐ ち の お 店 と 宅 配 で 取 り 扱 い 中 で す ！

 １ 行 記 事　 講 演 会 「 幕 末 維 新 め ぐ り 　 関 西 の 中 の 長 州 」 が 、 ７ 日 （ 土 ） 午 後 ６ 時 か ら 山 口 市 菜 香 亭 で 。 萩 博 物 館 特 別 学 芸 員 の 一 坂 太 郎 さ ん が 講 師 で 、 参 加 料 は ３ ０ ０ 円 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

２ ０ ２ ３  年  の  様  子

 １ 行 記 事　 県 警 音 楽 隊 が 出 演 す る 「 ビ ッ グ シ ェ ル 演 奏 会 」 が 、 ８ 日 （ 日 ） 午 後 ２ 時 か ら 維 新 百 年 記 念 公 園 野 外 音 楽 堂 で 開 催 。 県 鴻 城 高 吹 奏 楽 部 が 賛 助 出 演 す る 。 入 場 無 料 。

　
山 口 大

国 際 総 合科 学 部 の教 授 で 哲学 者 の 小川 仁 志 さん に よ る講 演 会
「 哲 学 で

考 え る 生老 病 死 」が 、 ８ 日
（ 日 ）  午 後

１ 時

1 5分

か ら ２ 時 半 ま で 、 県 総 合保 健 会 館 （ 山 口 市 吉 敷 下東 ３ ） で 開 か れ る 。 入 場は 無 料 で 、 当 日 先 着 順 。事 前 申 し 込 み は 不 要 だ 。県 医 師 会 と 山 口 市 医 師 会
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

６

　
第

4 1回 「 宮 野 ホ タ ル ま

つ り 」 が 、 ７ 日  （ 土 ）  午 後４ 時 か ら ８ 時 半 ま で 、 宮野 小 学 校 （ 山 口 市 宮 野下 ） で 開 か れ る 。 主 催 は宮 野 ホ タ ル ま つ り 協 賛 会（
☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

５

０ ０ ５ ） で 、 雨 天 決 行 。宮 野 地 域 交 流 セ ン タ ー が会 場 だ っ た 昨 年 は 、 雨 天の た め 中 止 に 。 子 ど も たち が 残 念 が っ た た め 「 雨で も 開 催 で き な い か 」 と模 索 し 、 今 年 は 会 場 を 移

す こ と に な っ た 。　
会 場 に は 、 協 力 団 体 に

よ る 飲 み 物 、 焼 き 鳥 、 うど ん 、 わ た が し 、 フ ラ ンク フ ル ト 、 ド ー ナ ツ な どの 飲 食 ブ ー ス が ズ ラ リ と並 ぶ 。 さ ら に 、 和 菓 子 付き の 茶 席 や 、 千 本 引 き 、ス ー パ ー ボ ー ル す く い 、射 的 、  「 ス ト ラ ッ ク ア ウト 」 な ど 、 子 ど も か ら 大人 ま で 楽 し め る 遊 び コ ーナ ー も 設 け ら れ る 。　
イ ベ ン ト ス テ ー ジ は 、

体 育 館 に 設 置 さ れ る 。 ５時 に 宮 野 中 吹 奏 楽 部 に よる 演 奏 で 開 幕 。 ５ 時 半 から は 、 宮 野 小 児 童 の ホ タル 飼 育 表 彰 、 作 文 ・ イ ラス ト 表 彰 、 代 表 児 童 に よる 作 文 朗 読 な ど の セ レ モニ ー が あ る 。 続 い て ６ 時

か ら は 、 子 ど も が 対 象 の「 お 菓 子 ま き 」  。　
ク イ ズ ラ リ ー （ 無 料 ）

お よ び ワ ー ク シ ョ ッ プ「 ホ タ ル か ご を つ く ろう 」  （ 先 着

3 0人 、 ５ ０ ０

円 ） へ の 参 加 希 望 者 は 、総 合 受 付 で エ ン ト リ ー 。７ 時 に ス テ ー ジ で 始 ま るビ ン ゴ ゲ ー ム 用 の カ ー ドは １ 枚 １ ０ ０ 円 で 、 １ 人３ 枚 ま で 購 入 で き る 。　
さ ら に ス テ ー ジ で は 、

６ 時 半 か ら 「 Ｊ Ｏ Ｙ

　
Ｆ

Ｌ Ｙ （ 校 長 先 生 ＆ み や さぽ バ ン ド ）  」 に よ る 演 奏も 。 宮 野 小 の 古 屋 伸 浩 校長 と 、 子 ど も た ち の 育 成を サ ポ ー ト す る 団 体 「 みや さ ぽ 」 の メ ン バ ー ５ 人が 出 演 す る 。　
駐 車 場 は 、 同 小 グ ラ ウ

ン ド と 宮 野 中 グ ラ ウ ン ドに 、 駐 輪 場 は 宮 野 地 域 交流 セ ン タ ー と 「 Ｊ Ａ 朝市 」 に 用 意 さ れ る 。 付 近の 市 道 は 、 ３ 時

5 5分 か ら

８ 時 半 （ 予 定 ） ま で 車 両通 行 規 制 が か か る 。　
「 成 虫 の 採 集 、 ふ 化 、

放 流 と 、 宮 野 小 の 子 ど もた ち の お か げ で 、 宮 野 地域 は 『 ホ タ ル の 里 』 を 保て て い る 。 飼 育 活 動 に 取り 組 ん で い る 児 童 た ち に感 謝 し つ つ 、 ま つ り を 楽し ん で も ら え た ら 」 と 同協 賛 会 。

９ ７ ２

）
の 主 催 。

　
小 川 さ ん は 、 １ ９ ７ ０

年 京 都 府 生 ま れ 。 京 都 大法 学 部 を 卒 業 後 、 伊 藤 忠商 事 社 員 、 フ リ ー タ ー 、引 き こ も り 、 名 古 屋 市 職員 、 名 古 屋 市 立 大 大 学 院生 、 徳 山 高 専 准 教 授 、 米プ リ ン ス ト ン 大 客 員 研 究員 な ど を 経 て 現 職 と 、 異色 の 経 歴 を 持 つ 。 大 学 で教 え る 傍 ら 、 全 国 各 地 で「 哲 学 カ フ ェ 」 を 主 宰 する な ど 、 市 民 の た め の 哲学 を 実 践 。 ま た 、 テ レ ビを は じ め 各 種 メ デ ィ ア にも 積 極 的 に 露 出 し 、 哲 学の 普 及 に 努 め て い る 。 ＮＨ Ｋ Ｅ テ レ 「 世 界 の 哲 学者 に 人 生 相 談 」  「 ロ ッ チと 子 羊 」 で は 指 南 役 を 務

め た 。 著 書 も 多 く 、 そ の数 は １ ５ ０ 冊 以 上 に なる 。 Ｔ Ｙ Ｓ 「 ｍ ｉ ｘ 」 にレ ギ ュ ラ ー 出 演 中 。　
講 演 に 先 立 ち 、 彩 バ レ

エ ス タ ジ オ に よ る 「  『 くる み 割 り 人 形 』 よ り 『 花の ワ ル ツ 』  」 も 披 露 さ れる 。  「 人 生 は 哲 学 次 第 。哲 学 を 知 れ ば 今 ま で と 違っ た も の の と ら え 方 が でき 、 日 々 の 生 活 の 視 界 が開 け る だ ろ う 」 と 、 主 催者 は 聴 講 を 呼 び 掛 け る 。　

ち な み に 、  「 生 老 病

死 」 と は 仏 教 用 語 。  「 生ま れ る こ と 」  「 老 い る こと 」  「 病 む こ と 」  「 死 ぬ こと 」 と い う 、 人 間 が 避 ける こ と の で き な い 四 つ の苦 し み を 指 し て い る 。

小 川 仁 志 さ ん が 講 演

「 哲 学 で 考 え る 生 老 病 死 」
８ 日

今 年 は 宮 野 小 が 舞 台 に

「 宮 野 ホ タ ル ま つ り 」７ 日

次 回 は 6 月 1 1 日 掲 載

︻ 茶 華 道 柴 山 流 ・ 花 展 ・第

1 1回 わ か ば 展 ︼

日 時

：
６ 月

1 4日 （ 土 ）

1 5日  （ 日 ）

1 0時 〜 ４ 時 （

1 5日 は ３ 時

半 迄 ） 会 場

： Ｃ ・ Ｓ 赤 れ

ん が （ 中 河 原 町 ５ ）

：

入

場 無 料 。 連 絡 先

：

０ ９

０

－

２ ０ ０ ３

－

４ １ ０ ２

柴 山 流 山 口 支 部 長
︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

６ 月

1 5日

（ 日 ）

1 4時
　
サ ビ エ ル 記 念

聖 堂

　
演 奏 者 松 本 い ず み

（ 献 金 ）

☎
０ ８ ３

－

９ ２

０

－ １ ５ ４ ９
山 口 井 筒 屋

［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ６ 日  ︵ 金 ︶  ~ ８ 日︵ 日 ︶  :

夏 の 特 選 会 、 北 村

直 登 絵 画 展

︻ 美 術 ギ ャ ラ

リ ー ︼ ~ ９ 日  ︵ 月 ︶  :

其 処

に 在 る 美 し さ

　
三 宮 一 将

油 彩 画 展

催
　 　

し

コ ン サ ー ト



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ６ 月 ４ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


